
※１ 定点医療機関からの報告に基づく値（当該週の報告患者数／報告医療機関数） （注）令和5年第19週から集計開始
※２ 入院基幹定点医療機関からの報告に基づく値（当該週の入院患者数／報告医療機関数）（注）令和5年第39週から集計開始

東京都の状況（令和７年第23週：6月2日~6月8日）
新型コロナウイルス感染症…五類感染症 -今後注意が必要な感染症-

全国の状況（第22週）

（人/定点） （人/定点）

（週）（週）

【定点医療機関当たりの患者報告数 全国の平均】 0.84人/定点 （前週︓ 0.84人/定点）
【前週より増加している自治体 】 21自治体 （前週︓ 12自治体）
【前週より減少している自治体 】 26自治体 （前週︓ 34自治体）

都民への呼びかけ

○ 例年、夏季と冬季に患者報告数が増加。昨夏は、７月中旬から下旬にかけてピーク
○ 換気、手洗い、場面に応じたマスク着用などの心がけを

前週
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ヘルパンギーナ …五類感染症

警報レベル
開始基準値

- 今後注意が必要な感染症-

都内における定点（小児科）あたりの週別患者報告数
人 2025年のデータは、６月８日（第23週）まで

症状等

現在の状況

● 例年６月頃から流行し、夏にピークを迎える
● 今年は第23週時点で定点あたり0.13人でほぼ平年並み

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

「エンテロウイルス属」による咽頭炎 （飛沫感染、接触感染）
● 38度以上の突然の発熱に続き、口の中にできる水疱が1週間程度続く

週

月

警報レベル
終息基準値

2.00

6.00

都民への呼びかけ

● 原因となるウイルスはアルコールに抵抗があるため、石けんでの手洗いが有効
● 痛みにより食事や水分がとりにくくなるため、脱水症状に注意

2025年 第 23 週

0.13人／定点
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水痘（みずぼうそう） …五類感染症

警報レベル
開始基準値

- 今後注意が必要な感染症-

都内における定点（小児科）あたりの週別患者報告数
人 2025年のデータは、６月８日（第23週）まで

症状等

● 今年は第17週時点で６年ぶりに注意報基準を超過
● その後、注意報基準を下回ったものの、第22週で再び注意報基準を超過

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

水痘・帯状疱疹ウイルスによる感染症 （空気感染、飛沫感染、接触感染）
● 特徴的な症状は水疱（水ぶくれ）と発熱で、全身に赤い発しんが出現する

週

月

注意報レベル
開始基準値

1.00

2.00

＜水痘の注意報の基準＞ 以下の①か②に該当した場合
①定点医療機関からの患者報告数が都全体で基準値（1.0人）を超えた場合
②注意報レベルにある保健所の管内人口の合計が東京都全体人口の30％を超えた場合

2025年 第 17 週

0.87人／定点

都民への呼びかけ

● 最も有効な予防策はワクチン接種
● １歳を迎えたら速やかに定期接種を受けることをご検討ください

現在の状況

2025年 第 23 週

0.70人／定点

注意報

注意報 2025年 第 22週

１.06人／定点
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麻しん …五類感染症

● 麻しんの世界的な流行により、輸入例が増加している
● 海外渡航歴のない国内感染例や、輸入例を起点とした集団感染例の報告がある

- 今後注意が必要な感染症-

症状等

● 発熱、発疹、咳、鼻水、目の充血など
● 感染力は非常に強く、免疫をもたない人が感染するとほぼ100％発症する
● 重症化すると肺炎や脳炎等の合併症を発症することもある

麻しん発生届数の推移（全国・東京都） 推定感染地域別麻しん報告数（全国）
2025年第1～22週（ｎ=129）

国外
48.0 ％国内

43.4％

不明 7.0 ％
国内または
国外 1.6 ％

※東京都は５月31日までの届出数
※全国は第22週までの累積速報値

推定感染地域「国外」および「国内または国外」の
主な国別報告数

ベトナム ： 51、 タイ ： 3、 フィリピン ： 2、
モンゴル ： 1、 パキスタン ： 1 など

現在の状況

全国 129例
東京都 16例



＜都のワクチン接種率の推移＞

麻しん …五類感染症 - 今後注意が必要な感染症-

● 国は、麻しんのまん延防止のため1期、2期それぞれの接種率を95％以上となること
を目標としている（国の麻しんに関する特定感染症予防指針）

2023年度2022年度2021年度2020年度2019年度東京都

96.4％96.5％95.1％98.5％96.7％MR第1期

91.5％91.8％93.2％93.4％92.3％MR第2期

◆ 2回の麻しん風しん定期接種を忘れずに受けましょう

◆ これまで麻しんに感染したことがなく、ワクチンを２回

接種していない方は、抗体検査やワクチン接種を

ご検討ください

◆ 発熱や発しんなど、麻しんを疑う症状や不安のある方

は、事前にかかりつけ医等にご連絡のうえで、公共交

通機関の利用を控えて受診してください

● 都のホームページ、SNS（X、LINE）を通じて呼びかけ
● 多言語リーフレットを作成

※ 参照：東京都福祉局・保健医療局「福祉・衛生 統計年報」

都民への呼びかけ

＜ベトナム語リーフレット＞
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侵襲性髄膜炎菌感染症 …五類感染症 - 今後注意が必要な感染症-

● 頭痛、発熱、吐き気などの症状を呈し、急速に進行する場合がある
● 重症になると意識障害やけいれんが起こることもある
● イベント、寮など人が集まる場所での飛まつ感染・接触感染による

集団発生の報告がある

東京都の侵襲性髄膜炎菌感染症発生件数（2006年～2025年）
（人）

● 都民向けリーフレットを更新、都のホームページへ掲載
● マスク着用やこまめな手洗いなど、基本的な感染対策を心がけましょう
● 大人数での飲み物の回し飲みや、食器の共用は避けましょう

（年）

● 4年連続で増加傾向で、2025年はすでに2024年と同数発生
● 東京都健康安全研究センターにて分子疫学調査を実施

症状等

現在の状況

すでに2024年と同数発生

都民への呼びかけ



梅毒 …五類感染症

2024
年

2023
年

2022
年

2021
年

2020
年

3,7603,7013,6772,4511,579感染報告数

140115113632710歳代

2,2852,2222,3381,6521.00820・30歳代

299258242272273HIV合併

9076622623妊娠合併

59032先天梅毒

東京都の感染状況の推移 報告数(件)

●梅毒は、前年まで４年連続で増加し、今年も感染の拡大が続いている
●感染が多い20歳代、30歳代のほか、10歳代の増加、妊娠合併事例、先天梅

毒が顕著

都における発生動向等

- 今後注意が必要な感染症-

●性器、口など感染した部位にできもの、しこり、ただれなどが出る。その後、
手のひらや足の裏など全身に淡い赤色の発疹が出る。いずれも治療しなくて
も自然に消え、感染に気付かず病気が進行する。

症状等

東京都の感染状況(年報) 報告数(件) 
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2025年の報告数 1,579件 （25件増） 6月8日時点
昨年同時点 1,5５4件



梅毒 …五類感染症 - 今後注意が必要な感染症-

匿名・無料検査件数の推移

●都内の匿名・無料検査件数はコロナ禍以降、大幅に増加
●保健所等への相談件数は２０２２年から２年連続増加、２０２４年は横ばい

梅毒の検査・相談状況
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9,110 10,669 
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23,693
26,377

17,111
15,259

17,370

 検査・相談体制の確保

 人の流れが活発な夏に集中的な普及啓発を実施

・ 多様な出会いを踏まえた若年層向けＳＮＳ広告（X、Instagram、Facebook等）
・ 地域イベントで青少年、若年層向け啓発ブースの出展

 都立高校、区市町村の母子保健部門に対する講習の実施

都の取り組み
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